
 
 
 
 
 

 地区予選を勝ち抜き県大会に出場を果たす選手の皆さん、まずはおめでとうございます。 

先ほど、それぞれの決意の言葉を聞きました。とても立派でした。これから始まる県大会

での活躍が楽しみになりました。すでに水泳と陸上は県大会を行っています。それぞれ、

ベストを尽くし頑張りました。良いスタートが切れています。県下で活躍する富士見中学

校の一員としての自信と誇りを胸に、思う存分に活躍してほしいです。 

 

 また、今回県大会に届かなかった選手や個人は、ステージ上を見ながら、次こそは…と

強い気持ちをもっていることでしょう。新人戦は、まだまだスタート段階です。ここから

どのように力をつけていくのかは、県大会に出場する部や個人も同様にしっかり考えてい

かなければなりません。 

 アメリカのプロバスケットボール（NBA）のクリッパーズと契約を結んだ、日本代表の河

村勇輝選手のことを知っているでしょうか。河村選手には、一度決めたら何が何でもやり

抜くという意志の強さがあるのだそうです。小学生のころから、ミニバスのチームに所属

していましたが、小学校４年生の頃は、シュート練習で１日３００本成功のノルマを、小

学校６年生では、６００本のノルマを課すなど、自分に厳しい練習を継続していたと聞き

ました。それは中学校、高校に進学したのちも、もっと言えば、プロとなった今でも変わ

りません。その時々のレベルに応じて、自分自身の目標やノルマを決め、決めたならば徹

底的にやり抜く…だからこそ、１７２㎝というプロのバスケットボール選手としては小柄

な体でも、世界中の人々を魅了し、熱狂させるプレーができるのだと思います。 

 

 県大会に出場する皆さんは、これまでチームや自分で決めたことを大切に、県大会の舞

台に臨み、今のチームが今の自分が、どれだけ通用するのか腕試しをしてきてください。

そして、その体験を踏まえて、目標や自分自身へのノルマを改めて決めればいいのです。

今回は県大会に届かなかった皆さんは、すでに動き出していますか？皆さんの健闘を祈り、

私からの激励の言葉とします。 
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